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要       約 

毎年の年齢別漁獲尾数をもとにしたコホート解析を行い、2006 年までの資源量や漁獲圧を推定

した。コホート解析においては、産卵量と親魚量、黒潮親潮移行域の加入量指数と 0 歳魚資源尾

数（いずれも 1996～2006 年の期間）の相関を高くするようチューニングを行った。資源量は 1994

年に 100 万トンを切り、その後 1999 年までは 70 万～90 万トン台で推移したが、その後再び減少傾

向となり、2002 年以降 10 万トン台で推移した。2006 年当初においては 13 万トンと推定された。

2007 年も 13 万トン台と見込まれることから、資源は低位水準で横ばい傾向にあると判断された。親

魚量は 2002 年以降 10 万トンを下回り、2006 年初めの親魚量は 8 万トンと推定された。近年 10 年

間（1997～2006 年）の再生産成功率 RPS（加入尾数/親魚量）は、5.4～30.4 尾/kg で推移し、近年

5 年間（2002～2006 年）での平均値は 17.2 尾/kg であった。近年の資源低水準期にあって親魚量

と加入尾数には正の相関関係が見られるので、親魚量の確保は資源維持のために重要である。

一方、現状の漁獲圧は、親魚量を維持するにはやや高いと考えられた。将来予測は、近年の RPS

を考慮して行うこととしたが、本資源は評価期間（1977 年以降）において最低水準にあるとともに、

資源評価誤差がかなり大きい。そのため、本系群の管理目標としては、RPS の分散を考慮しながら

「最低資源量水準への減少を回避し、親魚量の現状維持以上をめざすよう、漁獲圧を現状から引

き下げる。」こととした。ABC 算定にあたっては、今後 10 年間の将来予測においてこの目標を達成

できるよう、漁獲を制御することを基本的な考え方とした。具体的には、近年 10 年間（1997～2006

年）の再生産成功率のうち、不確実性が特に高い最近年の 2006 年を除く 9 年間における RPS の

分散を考慮して、2008年からの10年間において最低資源量以下にならない確率を80%以上とし、

同時に親魚量の現状からの回復を達成する F 値による漁獲量を ABClimit とした。また、予防的措

置（ABClimit に対応する F 値に安全率 0.8 を乗じた）を講じた ABCtarget も提示した。 
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      評 価   

 漁獲シナリオ 

（管理基準）  
管理の考え方  

2008 年

漁獲量

（千ト

ン） 

Ｆ値 
漁獲割

合 (%) 

A 

（％） 

B 

(％) 

C 

(千ト

ン) 

ABClimit 

(Fsim・Fsus) 

最低資源量への減少を

回避して親魚量の維持

以上を目指す 

38 0.47 29 0 54 36 

ABCtarget 

(0.8Fsus) 

ABClimit による管理に

対し予防的措置を講じ

る 

32 0.37 24 0 85 43 

現在の漁獲圧維持 

（Fcurrent） 

現在（2006 年）の漁獲

圧を維持する 
48 0.62 35 18 7 28 

Blimit への資源回復 

(Frec) 

親魚量を 2015 年に

1996 年水準まで回復さ

せる 

24 0.27 18 0 97 53 

                

Fsim はシミュレーションにより求めた F。Fsus は親魚量を維持する F。ここでは、今後 10 年間（2008～

2017 年）において最低資源量以下にならない確率を 80%以上とし、親魚量をやや増加ののち維持とする

F をシミュレーションにより求めた。Fcurrent（現在の漁獲圧）は 2006 年の F を用いた。F 値は全年齢の単

純平均値で示した。漁獲割合は将来予測における平均漁獲量/平均資源量。 

評価欄の A.B.C は近年 10 年間（1997～2006 年）の RPS のうち、不確実性が特に高い最近年の 2006 年

を除く 9 年間の値からランダムサンプリングするシミュレーション（1000 回試行）による 

A：2008～2017 年の間、資源量が 22 千トン（Bban、最低資源量）を 1 年でも下回る年が出る確率 

B：5 年後（2012 年）の親魚量が 2007 年を上回る確率 

C：2008～2017 年の間の平均漁獲量 

  なお、本資源は、資源低水準期にあって資源評価誤差が大きいことから、その将来予測にも不確実性

が高い。そのため、年々の動向を見ながら慎重に検討することが必要である。 

        

 

年 資源量（千トン） 漁獲量（千トン） F 値 漁獲割合 

2005 138 25 0.53 18％ 

2006 132 49 0.62 37％ 

2007 134 －   

F 値は全年齢の単純平均値。漁獲割合は漁獲量/資源量。 

2007 年の資源量は、1 歳以上については 2006 年における年齢別の資源尾数、漁獲係数、自然

死亡係数から計算した。0 歳の資源尾数は、2007 年 5 月の加入量調査で 2005 年と同程度の加入

量水準を予測したことから、今回推定された 2005 年級群の加入尾数と同程度の 18 億尾とした。 
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 指標 値 設定理由 

Bban 資源量 22 千トン 
Wada and Jacobson(1998)による 

前回の最低資源量 

Blimit 親魚量 
資源低水準期としては 

222 千トン 

良好な加入量水準を期待するため

には、これ以上に回復することが望

ましい親魚量（1996 年の親魚量） 

2006 年 親魚量 80 千トン  

Bban は、禁漁又はそれに準じた措置を提言する閾値（ここでは前回の資源低水準期の最低資

源量）。22 千トンについては、全国漁獲量が最低であった 1965 年における太平洋側の漁獲量

6,700 トンに対し、漁獲割合を 30％とした場合の資源量とも対応する。 

 

水準：低位  動向：横ばい  

水準は近年 20 年間における資源量の推移から判断した。動向は、近年 5 年間の資源量の推移

を基本としつつ、2007 年の資源量が 2006 年と同程度との見込みを考慮して判断した。 

 

2007 年の加入量の見込み：近年 5 年間の中では良好だった 2005 年程度の水準 

2007 年の加入量は、2007 年 5 月の加入量調査結果から、2005 年と同程度の水準と見込まれた。 

 

1．まえがき 

漁獲量は 1981 年から 1990 年までは 200 万トンを超えていたが、その後急減し、1996 年から

2001 年までは 10 万～30 万トン台、2002～2004 年は 5 万トン前後で推移した。2005 年は 2 万 5

千トンに減少したが 2006 年は 4 万 9 千トンであった（表 1）。マイワシは数十年規模の資源変動

をする（Klyashtorin，1988）ことが良く知られており、特に 1988 年以降の資源量の急速な減少は

加入の連続的な失敗によるもので、これは海洋環境の影響によるとの論文がある（Watanabe et 

al.，1995）。しかしながら、近年の資源低水準期にあっても、漁獲係数を減少させていたら資源

状態が回復していた可能性について、Yatsu and Kaeriyama(2005)により報告されている。本報

告で述べるように、資源低水準期にあっては親魚量と加入量には正の相関関係が見られること

から、親魚量の確保は資源維持のために重要である。現在の海洋環境は急速な資源回復を期

待する状態にはないと考えられるが、現在の漁獲圧よりやや減少させることにより、親魚量を確

保して回復につなげることが必要である。 

 

2．生態 

(1) 分布・回遊（図 1・2） 

産卵海域：資源が増加し始めた 1976 年から、薩南海域に大規模な産卵場が出現し、1985 年

から 1990 年頃までの高水準期には、薩南から紀伊半島沖にかけての黒潮流域に大規模な産
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卵場が形成された。資源水準の低下に伴い、薩南海域の大規模な産卵場は 1990 年を最後に

消滅し、近年の産卵海域は土佐湾を中心とした小規模なものとなっている。 

分布回遊：資源の高水準期には、房総～三陸、道東、さらに千島列島南部沖海域及び日付

変更線付近までの広域を索餌回遊していたとされている。近年の資源低水準期においても、密

度は低いものの、幼稚魚は黒潮続流域から黒潮親潮移行域に広く分布し、当歳魚の間は親潮

域も含めた北西太平洋の広域に分布することが明らかになっている。成魚については、近年に

おいては大規模な回遊はしていないと考えられる。 

漁場：近年の漁場は房総～常磐海域が中心で、夏秋季には三陸海域まで北上している。道

東海域では 1993 年を最後に漁場形成はない。冬季には房総海域に未成魚が来遊する。 

 

(2) 年齢・成長（図 3・表 2） 

  寿命は 7 歳程度。年齢と成長の関係は資源量水準により変動する。 

 

(3) 成熟・産卵生態 

 資源水準が低下してから成熟年齢が低下し、近年では 1 歳で成熟が始まり、2 歳魚でほとんど

が成熟している (資源評価においては、近年の 1 歳魚の成熟率を 50％、2 歳以上魚を 100％と

している、図 4)。産卵期は 10～5 月で、最盛期は 2～3 月。卵の分布状況から判断して、近年の

産卵は土佐湾が中心である。一方、東日本における順調な加入のためには関東近海での産卵

量が多いことが条件と考えられている。 

 

(4) 被捕食関係 

仔魚期は小型の動物プランクトンを、成長に伴い大型の餌を捕食するようになる。成魚は珪藻

類も濾過捕食する。より大型の魚類等に捕食される。 

 

3．漁業の状況 

(1)主要漁業の概要 

  近年の漁獲の多くは、房総～常磐海域の大中型まき網により、0 歳～1 歳魚を主体として揚げら

れている。1994 年以降、道東海域でのマイワシのまき網漁場は形成されておらず、ロシアほか外国

漁船による我が国 200 海里内での漁獲もない。 

 

(2) 漁獲量の推移 

1964 年から 1967 年まで 1 万トンを下回っていたが、その後増加傾向が続き、1983 年から 1989

年までは 250 万トンを超える極めて高い水準を維持した。その後は減少に転じ、1993 年には 100

万トンを下回った。1995 年から 2001 年まで 10 万～30 万トン台で推移し、2002～2004 年の漁獲量

は約 5 万トン前後で推移したが 2005 年は 2 万 5 千トンと半減した。2006 年は 4 万 9 千トンであっ

た(図 5・表 1)。 
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4．資源の状態 

(1) 資源評価の方法 

関係試験研究機関が資源量調査（補足資料 1）において得た漁獲量、漁獲物の体長組成、体

長－体重関係、体長－年齢関係の解析データをもとに算出した年齢別漁獲尾数（表 3）に基づい

て、コホート解析（補足資料 2）を行った。 

昨年度と同様に、漁業とは独立的に1996 年（この年の親魚量を Blimitとしている）以降最近年ま

での時系列データが揃っている資源量指数によりチューニングすることとした。後述の産卵量によ

り親魚量を、黒潮親潮移行域加入量指数により 0 歳魚加入尾数を、それぞれチューニングした。チ

ューニング対象期間はいずれも 1996～最近年（2006 年）の間とした。推定された年齢別漁獲係数

を表 4、年齢別資源尾数を表 5 に示した。 

 

(2) 資源量指標値の推移 

 産卵量（マイワシの産卵期に対応して前年 10 月～当年 9 月の合計値を、当年の年級群に対応し

た値としている）は、1995 年から 2001 年まで 100 兆粒台で低水準ながら比較的安定していたが、

2002 年は 31 兆粒と減少した。以降、2004 年まで増加傾向を示したものの 100 兆粒未満で推移し

た。2005 年は 101 兆粒まで回復したが、2006 年の産卵量水準は 37 兆粒に減少した（図 6・表 6）。 

 1996 年から実施されている黒潮親潮移行域における幼稚魚調査に基づく加入量指数は、1996

年（391）以降減少傾向をたどり、1999 年には 9 となった。2000 年にはやや上昇（95）したが、2001

年以降 1 未満の極めて低い水準にあった。しかしながら、2005 年においては 28.0 と回復した。

2006 年には 2.5 へ減少した（図 7・表 7）。本指数は、その後の 0 歳魚の加入量変動を良く予測する

ものと評価されており、2007 年においては 29.3 へ増加したことから、加入量水準は 2005 年と同程

度が見込まれた。 

2000 年以降実施されている黒潮親潮移行域～親潮域におけるサンマ分布調査で得られたマイ

ワシの推定現存量は、近年にあっては、比較的加入の良かった 2002 年級群に対して高い値が得

られた。 

2002 年（2001 年級群対象）から実施されている房総～常磐沖合域における越冬期未成魚調査

（2002～2004年は水産庁開洋丸、2005～2007 年は俊鷹丸）での年明け１歳魚CPUE（採集重量／

曳網回数）（表 7）では、2005 年級の年級豊度が比較的高く、2006 年級は低いことが推定された。 

 

(3) 漁獲物の年齢組成 

年齢別漁獲尾数の経年変動を図 8 と表 3 に示した。近年では、1996、2000、2005 年においては

0 歳魚が多かったが、その他の年は 1 歳魚が最も多かった。 

 

(4) 資源量の推移 

1981 年に 1,500 万トンを超え、1988 年まで 1,400 万トンから 1,900 万トンと高水準で安定してい

たが、1989 年から急減して 1994 年に 88 万トンとなった。1995 年から 1999 年までは 70 万トンを超

えて低水準ながら比較的安定していたが、2000 年から再び減少傾向となり、2003 年以降 12～13
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万トンで推移したと推定された。2006 年は 13 万トンと推定された(図 9、表 8)。2007 年も、2007 年

級の加入尾数を 2005 年級と同程度の 18 億尾とする仮定のもとで、13 万トンと推定される。 

ここで、2006 年当初資源尾数から前進して求められる 2007 年当初の年齢別資源尾数に対して、

2006 年の年齢別漁獲係数で漁獲したと仮定した場合の 1～6 月期漁獲量は 2 万 6 千トンであり、

同期の実際の漁獲量（2 万 7 千トン）との大きな不整合はないと考える。 

なお、0.4 とした自然死亡係数を 0.3、0.5 に変更して、2006 年の資源量を計算した結果を図 10

に示した。 

 

(5) 資源の水準・動向の判断 

 現在の資源量水準は過去 20 年以上にわたる資源量推定値の変動の中で「低位」である。動

向は近年 5 年間の資源量の推移に 2007 年の資源量の見込みを考慮して「横ばい」と判断した。 

 

5．資源管理の方策 

(1) 再生産関係 

  図 11 に親魚量と加入尾数の関係を示した。近年においては親魚量、加入尾数とも減少しており、

その中にあって 1996 年は親魚量に対する加入の割合が高く、1999 年は低かったが、全体としては、

親魚量と加入尾数の間に正の相関関係が見られるので、親魚量に対応した加入量が期待できる。 

図 12 並びに表 9 に RPS（加入尾数/親魚量）の経年変動を、加入尾数、親魚量とともに示した。

1988 年以降、0.9～1.7（尾/kg）の極めて低い RPS が 4 年連続し、資源は急速に高齢化し減少した。      

近年 10 年間（1997～2006 年）の再生産成功率 RPS（加入尾数/親魚量）は、5.4～30.4 尾/kg で推

移し、近年 5 年間（2002～2006 年）での平均値は 17.2 尾/kg であった。 

 

(2)今後の加入量の見積もり 

2005 年には近年の中では高い RPS(30.4 尾/kg)が見られたものの、親魚量が少なかったために、

加入量水準の大幅な好転にはつながらなかった。親魚量が少ないために、加入量が急激に増加

することは考えにくい。しかしながら、4－（2）の加入量指数での 2007 年の 29.3 は、2005 年の 28 と

同程度であることから、依然として低水準ではあるものの、その中にあっては比較的加入量が多い

年に恵まれる可能性がある。 

本系群については、親潮南下指数が高い（常磐沖水温が低い）と RPS が高い（海老沢・木下, 

1998）との仮説と、黒潮続流南側再循環域（KESA）水温が低いと加入期までの死亡率が低い

（Noto and Yasuda,  1999, 能登, 2003）との仮説が示されている。図 13 に、海洋環境と加入の関係

を解析した例として、再生産成功率と 2 月 KESA 海域水温の相互の経年変動を示した。 

 

(3)加入量当たり漁獲量 

図 14 に%SPR・YPR と完全加入年齢の F との関係を示した。現在（2006 年）の完全加入年齢の

Ｆについて評価することとし、年齢別体重並びに年齢別選択率も、それに対応して 2006 年の値とし

た。自然死亡係数は全年齢について 0.4 としている。現在（2006 年）の完全加入年齢の F（0.86）は、
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成長乱獲の閾値と考えられる Fmax より小さいが、持続的利用の指標となる 30%SPR よりはやや高

い値にある。資源の持続的利用の観点から、現在の F よりはやや引き下げることが望まれる。 

 

(4)漁獲圧と資源動向  

道東漁場が消滅した 1994 年以降の親魚量と漁獲係数 F（表 4）の関係を図 15 に示した。全年齢

平均の F 値は１を超える年も見られたが、近年はそれほどではない。ただし、1 歳魚が比較的多い

年には漁獲圧が上昇する傾向が見られる。 

図 16 に漁業情報サービスセンター解析による北部まき網の年間総有効努力量を示した。サバ

の好漁なども複合しているとは考えられるが、こちらも近年は減少傾向が見られていた。特に 2005

年には 1 歳魚の不漁とも対応した減少が見られたが、2006 年には 1 歳魚の好漁により増加した。  

2006年では、資源量13万トンに対して漁獲量4.9万トンであり、漁獲割合（漁獲量/資源量）は37％

であった。 

次に現在の F（Fcurrent、2006 年）に対して漁獲圧をさまざまに抑制した場合の 2008 年以降の漁

獲量と親魚量を、前進法により算出し、その推移（2006・2007 年の値もあわせて示す）を表 10 に示

した。ここでは、以下のような仮定をおいた。 

2007 年の資源量は、1 歳以上については 2006 年における年齢別の資源尾数、漁獲係数、自然

死亡係数から計算した。0 歳の資源尾数は、2007 年 5 月の加入量調査で 2005 年と同程度の加入

量水準を予測したことから、今回推定された 2005 年級群の加入尾数と同程度の 18 億尾とした。 

2007 年の年齢別 F は、2007 年 1～6 月の漁獲状況（約 2 万 2 千トン）との整合性を考慮し、2006

年の値と同じとした。 

RPS は、近年 10 年間（1997～2006 年）のうち最近年の 2006 年を除く 9 年の RPS からランダム

サンプリングし、1000 回試行した。年齢別体重は、近年増加傾向が見られるが、将来の推移は予

測できない。2004 年に全体的に重めだったことも考慮できるように、近年 3 年間（2004～2006 年）

の平均値を適用した。 

 

(5)不確実性を考慮した検討 

資源低水準期にあって、資源評価誤差が大きく、不確実性の要因は多いと考えられるが、将来予

測に最も大きな影響を与えると考えられる再生産変動を、ここでは考慮して検討した。将来予測に

用いる RPS は、近年 10 年間（1997～2006 年）のうち最近年の 2006 年を除く 9 年の RPS からラン

ダムサンプリングし、1000 回試行した。図 17 に、加入の不確実性のもとでの Fsus（親魚量の現状

維持）と現在の F（Fcurrent、2006 年）による 2017 年までの親魚量並びに漁獲量の平均値と上側

10％、下側 10％の値をあわせて示した。Fcurrent でも、今後 10 年間において Bban（前回の資源低

水準期の最低資源量）を下回らない確率は 80%以上であるが、親魚量の明らかな減少傾向が引き

続いた。Fsus(0.75×Fcurrent)であれば、Bban を下回らない確率はほぼ 100%であり、親魚量もゆる

やかに増加した。ただし、RPS の分散を反映して、将来予測における推定幅はかなり大きいため、

加入量変動に対応したきめこまかい管理が必要と考えられた。 
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(6)漁獲制御方法 

 現状にあって、資源量が数年のうちに大幅に回復することは期待できないが、親魚量と加入尾数

との間に正の相関関係が見られることから、親魚量の確保は管理手法として有効である。現在の F

の大きさでは、将来予測において親魚量の継続的な減少を導くと考えられること、持続的な資源利

用のためにはやや高いと考えられることから、これを引き下げる必要がある。主要漁業における漁

具の年齢選択性が低いことから、全年齢群へのFを全体として引き下げることを、以下のABC算定

における基本的な考え方とした。 

 

6．2008 年 ABC の算定 

(1) 資源評価のまとめ 

資源量は低水準であり、横ばい傾向にある。親魚量が依然として少ないことから、資源量水準の

急速な回復は望めない。親魚量と加入尾数との相関が高いことから、親魚量を確保することは資

源維持のために重要である。また、現在の漁獲圧は、本資源の持続的利用のためには高いと考え

られる。将来予測は、近年の RPS を考慮して行うこととしたが、本資源は評価期間（1977 年以降）

において最低水準にあるとともに、RPS の分散を反映して、将来予測における推定幅はかなり大き

いため、加入量変動に対応したきめこまかい管理が必要と考えられた。 

 

 (2)ABC の設定 

 近年の RPS を参考にして、Bban（前回の資源低水準期の最低資源量）への減少を回避し、親魚

量を現状維持以上とすることとした。管理基準は、親魚量と再生産関係を利用することが可能で、

資源量が安全と考えられる水準よりも少ないので、「ABC 算定のための基本規則(平成 19 年度)」

の 1－1)－(2)を用いた。 

現在の親魚量は Blimit の 36％であり、それ以上への回復をはかることが急務であるが、現在は

資源評価誤差や将来予測の不確実性が大きいため、回復努力による目標達成の不確実性も大き

い。そのため、昨年と同様、ゆるやかであっても回復努力を実行（漁獲係数の現状からの削減）す

ることを先決させるとの考えにより ABClimit を設定した。 

 ABClimit は、5-（4）、（5）での検討結果をもとに、2008 年以降の漁獲制御により、資源量を Bban

以上の水準に維持し（Bban を下回らない確率を 80％以上）とし、親魚量はやや増加後現状維持と

なる F を探索的に求めた。ABCtarget は ABClimit に予防的措置を考慮し、ABClimit に対応する

F 値に安全率 0.8 を乗じた。 

 

(3)管理の考え方と許容漁獲量 

 ABClimit、ABCtarget に加え、「Fcurrent(現在の漁獲圧)で漁獲し続ける」と「親魚量を 2015 年に

1996 年水準まで回復させる（一昨年度の目標）」場合の、それぞれの 2008 年漁獲量等をあわせて

掲載した（ABClimit、ABCtarget、Fcurrent の場合における 2017 年までの資源量、親魚量、漁獲量

の推移を表 11 にまとめた）。 
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      評 価   

 漁獲シナリオ 

（管理基準）  
管理の考え方  

2008 年

漁獲量

（千ト

ン） 

Ｆ値 
漁獲割

合 (%) 

A 

（％） 

B 

(％) 

C 

(千ト

ン) 

ABClimit 

(Fsim・Fsus) 

最低資源量への減少を

回避して親魚量の維持

以上を目指す 

38 0.47 29 0 54 36 

ABCtarget 

(0.8Fsus) 

ABClimit による管理に

対し予防的措置を講じ

る 

32 0.37 24 0 85 43 

現在の漁獲圧維持 

（Fcurrent） 

現在（2006 年）の漁獲

圧を維持する 
48 0.62 35 18 7 28 

Blimit への資源回復 

(Frec) 

親魚量を 2015 年に

1996 年水準まで回復さ

せる 

24 0.27 18 0 97 53 

                

Fsim はシミュレーションにより求めた F。Fsus は親魚量を維持する F。ここでは、今後 10 年間（2008～

2017 年）において最低資源量以下にならない確率を 80%以上とし、親魚量をやや増加ののち維持とする

F をシミュレーションにより求めた。Fcurrent（現在の漁獲圧）は 2006 年の F を用いた。F 値は全年齢の単

純平均値で示した。漁獲割合は将来予測における平均漁獲量/平均資源量。 

評価欄の A.B.C は近年 10 年間（1997～2006 年）の RPS のうち、不確実性が特に高い最近年の 2006 年

を除く 9 年間の値からランダムサンプリングするシミュレーション（1000 回試行）による 

A：2008～2017 年の間、資源量が 22 千トン（Bban、最低資源量）を 1 年でも下回る年が出る確率 

B：5 年後（2012 年）の親魚量が 2007 年を上回る確率 

C：2008～2017 年の間の平均漁獲量 

  なお、本資源は、資源低水準期にあって資源評価誤差が大きいことから、その将来予測にも不確実性

が高い。そのため、年々の動向を見ながら慎重に検討することが必要である。 

        

（3）ABC の再評価  

2006 年の ABC に対して当初出された数値の再再評価（再評価方法は昨年の資源評価報告に

記載）、同じく 2007 年の ABC に対して再評価を行った。 

なお、管理基準は、2005 年に行った 2006 年の当初評価としては、「10 年後の 2015 年に親魚量

を 1996 年の 222 千トンまで回復させる（Frec）」としており、2006 年に行った 2007 年の当初評価と

しては、「最低資源量水準への減少を回避し、親魚量の現状維持以上を目指す（Fsus）」としている

ため、2006 年と 2007 年のそれぞれの ABC が目指している管理の考え方は異なる。 

2006 年を対象とした再再評価の方法：「2004 年の年齢別資源尾数」からの前進法と「2005 年の

0 歳魚資源尾数」により求まる「2005 年の年齢別資源尾数」並びに「過去 5 年（2000～2004 年）の

年齢別漁獲係数・年齢別選択率・体重」により、「2006 年の資源量」を算出するとともに、「2015 年
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に親魚量が 222 千トンまで回復する（2005 年段階の管理目標」ことを達成する F による「2006 年の

ABC」を再算定した。将来予測における年々の加入量は親魚量と、「過去 5 年（2000～2004 年）の

再生産成功率の平均値」により与えた。 

2007 年を対象とした再評価の方法：「2005 年の年齢別資源尾数」からの前進法と「2006 年の 0

歳魚資源尾数」により求まる「2006 年の年齢別資源尾数」並びに「過去 5 年（2001～2005 年）の年

齢別漁獲係数・年齢別選択率・体重」により、「2007 年の資源量」を算出するとともに、「Bban 未満

への減少を避けて、親魚量の現状維持以上」を達成する F による「2007 年の ABC」を再算定した。

将来予測における年々の加入量は親魚量と、「過去 10 年（1996～2005 年）の再生産成功率につ

いて 2005 年を除く 9 年間の値からランダムサンプリングするシミュレーション」により与えた。 

再評価結果から、2006 年の当初 ABC は過大評価、2007 年の当初 ABC は過小評価であったと

考えられた。2005 年評価では加入量指数との直線回帰で加入量をあてはめた結果、2005 年級群

を過大評価しており、一方で 2006 年評価では、同年級群の 0 歳魚時の漁獲状況により過小推定し

ていたと考えられた。比較的加入の良い年級群が、1 歳魚になってから好漁を示すような場合は、

最近年における評価の不確実性が特に強く顕れるため、今後の評価においても注意が必要であ

る。 

 
評価対象年 管理 資源量 ABClimit ABCtarget 漁獲量 

（当初・再評価） 基準 （千トン） （千トン） （千トン） （千トン） 

2006 年（当初） Frec 158 38 31   

2006 年（2006 年 

再評価） 
Frec 114 14 12   

2006 年（2007 年 

再評価） 
Frec 132 14 12 49 

2007 年（当初） Fsus 91 25 21   

2007 年（2007 年 

再評価） 
Fsus 134 34 29   

 

7．ABC 以外の管理方策への提言 

親魚量を確保するとともに効率的な利用をはかる点では、未成魚を保護して漁獲年齢を引き上

げることも有効である（補足資料 3）。 
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補足資料 1 資源量調査 

（1）主要港における水揚量、魚体組成、体長体重関係、年齢組成等の解析 

 主要港の水揚量と体長組成、体長体重関係、年齢、成熟度などは太平洋側各道府県試験

研究機関が把握している。また、漁場別漁獲状況調査、標本船調査、新規加入量調査によ

り、関係県地先における分布量、加入量を直接把握するためのデータ収集も行われている。 

（2）産卵量調査 

 産卵状況は、沿岸では各都府県試験研究機関が周年、沖合では中央水研が主産卵期に、

改良型ノルパックネット(口径 45cm、円筒円錐形、目合 0.335mm)の鉛直曳採集を実施して

いる。卵の採集量と鋼索長、鋼索傾角、濾水計回転数、水温などにより採集点毎の卵分布

密度を求め、海域面積で引き延ばして月毎の産卵量を計算している。 

（3）新規加入量調査（加入量指数） 

 新規加入量予測のため、初夏の黒潮親潮移行域において表中層トロールによる幼稚魚調

査（北海道教育庁実習船管理局所属北鳳丸、1996～2001 年は香住高校所属但州丸）を実施

し、幼稚魚の採集尾数を表面水温帯別に引き延ばして加入量指数を算出している（中央水

研と北水研の共同）。加入量指数はΣ（表面水温帯１℃ごとの平均採集尾数）・（表面水温帯

１℃ごとの面積比）である。 

（4）沖合分布調査 

漁場となる海域よりも沖合域における資源の分布状況を明らかにするため、未成魚越冬

群などの形で分布が沿岸域に寄る冬季に、三陸南部から鹿島灘海域で表中層トロールによ

る採集を行い、また科学魚探により現存量を把握している。2007 年 2 月には俊鷹丸、開洋

丸により、東経 141～150 度域までの調査を実施した（中央水研）。初夏から秋季まで道東

から三陸沖で流網・表中層トロールによる未成魚・成魚採集を行っている（北海道釧路水

試・東北水研八戸）。また、主産卵場の土佐湾で刺網等による親魚採集と餌料プランクトン

調査、幼魚生育場の東北沖合海域で餌料プランクトン調査を実施している（中央水研高知）。 
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補足資料2 資源量推定法について 

 

コホート解析により年齢別資源尾数､資源重量､漁獲係数を推定した｡コホート解析では

マイワシの生活史と漁獲の季節性に基づき､1 月を起点とした｡使用した生物学的パラメー

ターは図 3 と 4 のとおりである｡0 歳～5+歳（5 歳以上をまとめて 5+（プラスグループ）と

表記する）別に求めた｡年齢別資源尾数 Nの計算には Pope の近似式を用い､プラスグループ

の資源尾数については平松(1999)の方法を用いた｡具体的な計算式は以下のとおりである｡

コホート解析の考え方と実際については平松(1999)を参照されたい｡ 

ステップ 1 

)
2

exp()exp( ,1,1,
MCMNN yayaya += ++       (1) 

ここで､Na､yは y 年における a歳魚の資源尾数､Ca､yは y 年 a 歳魚の漁獲尾数である｡ 

ただし､最近年､最高齢（プラスグループ､添え字 p）､最高齢－１歳（p-1）は(2)～(4)式

によった｡ 
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,1,

,
,

MCMN
CC

C
N ypyp

ypyp

yp
yp +

+
= +

−
 (3) 

 )
2

exp()exp( ,11,
,1,

,1
,1

MCMN
CC

C
N ypyp

ypyp

yp
yp −+

−

−
− +

+
=  (4) 

漁獲死亡係数 Fの計算は､ターミナル F（Ft）以外は(5)式によった｡ 

 

 

⎟
⎟
⎟
⎟

⎠

⎞

⎜
⎜
⎜
⎜

⎝

⎛

−−=
ya

ya

ya N

MC
F

,

,

,

)
2

exp(
1ln              (5) 

 Ftの内､①最近年の Ft は近年 3年間の Fの平均､②プラスグループの Fは最高齢-1

歳の Fと等しいとした（プラスグループは定常状態が仮定できない場合におけるα=1 法（プ

ラスグループの Fと最高齢-1 歳の Fが等しい）によった（平松, 1999）｡ 

 

ステップ 2 

ステップ１で得た年別年齢別Fから各年における選択率Sa､y（ある年の最高の年齢別Fで､

その年の各年齢の Fを除した値）を求めた｡選択率は近年 3年間（2004～2006 年）平均とし

た｡この選択率の下で､最近年の F（選択率=1 の Ft ）を調整し､コホート解析により得られ

る親魚量が産卵量に、0歳魚資源尾数が加入量指数に最も良く適合するようにした｡ 
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 まず、各資源量指数について 

（資源量指数の対数－（比例係数×ある Ft の下でコホート解析から計算された親魚量もし

くは 0歳魚資源尾数）の対数）を計算し、2乗の和を求めた（6式）。 

∑ −
y yy qNI 2))ln()(ln(   (6) 

 

2 つの資源量指数について求まった 2乗の和について、さらにその和（重み付けはしない）

を最小にする Ftを推定した｡ここで Iは資源量指数､N は資源尾数､ｑは漁具能率（比例係数）

である｡ 漁具能率 qiは (7)式を用いた｡ 

 

⎟
⎟
⎟
⎟
⎟

⎠

⎞

⎜
⎜
⎜
⎜
⎜

⎝

⎛
⎟
⎟
⎠

⎞
⎜
⎜
⎝

⎛

=
∑
=

n
N
I

q

n

y yi

yi

i
1 ,

,ln
expˆ

                  (7) 

 資源尾数の予測には､コホート解析の前進法（8 式）に加え下記のような加入量を仮定し

た｡ 

)exp( ,,1,1 MFNN yayaya −−=++          (8) 

 漁獲尾数は(9)式によった｡ 

( ) )
2

exp()exp(1 ,,,
MFNC yayaya −−−=        (9) 

年々の 0 歳魚資源尾数は、親魚量と再生産成功率によりあてはめた。年々の再生産成功

率の与え方は、シミュレーションによることとし、近年 10 年間（1997～2006 年）の RPS の

うち、不確実性が特に高い最近年の 2006 年を除く 9年間の値からランダムサンプリングす

ることとした。2007 年の各数値の与え方は本文 7ページ 5-（4）に記載した。 
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計算方法 

①年齢別漁獲尾数は月別に得られているので、その集計期間を暦年（1～12 月）から 4～3

月に変更した。 

②年齢別漁獲尾数は主要港水揚量（各県機関調査）と対応しているので、歴年集計ではこ

れを生産統計（農林水産省）の年間漁獲量で引き伸ばしている。4～3 月集計の場合、生産

統計は月別になっていないので、代替値として、1～3 月主要港水揚量の差で調整したもの

を使用した。 

③年齢別体重は四半期ごとのデータが整備されていないので、暦年計算の場合と同じとし

た。その影響について詳細には検討していない。 

④過去年の資源計算方法は、まず、年齢別漁獲尾数を用いたコホート計算により年齢別選

択率を求めた上で、次にチューニングコホート計算を行った。チューニング指数は加入尾

数に対し加入量指数（5月黒潮親潮移行域における幼稚魚分布調査に基づく）を、親魚量に

対し産卵量を用いた。チューニング期間は過去 10 年間（1997～2006 年）とした。 

⑤将来予測に用いる再生産成功率 RPS は、1997～2005 年（近年 10 年間のうち不確実性の高

い直近年すなわち 2006 年を除く 9 年間）の平均値 18.56（尾/kg）を用いた。2007 年の加

入尾数は本試算で得られた 2005 年級の加入尾数とほぼ同じ 18 億尾とした。 

⑥ABClimit・Fcurrent の再評価においては、4～3月に対応して算定された数値を、暦年に

対応させるために、Fを4半期に配分（4半期への配分率は2006年 4月～2007年 3月のJAFIC

努力量データと漁獲量実績を参考に、4～6 月、7～9 月、10～12 月、1～3 月に対してそれ

ぞれ 0.1、0.4、0.1、0.4 とした）して漁獲する形での試算を行った。なお、ABClimit に対

応する年齢別 Fは 0.64×Fcurrent に相当する。 

 

2007 年 ABC 並びに Fcurrent による漁獲量の再評価（試算結果） 

2007 年 ABC（Fsus)・・2007 年 4 月～2008 年 3 月 35 千トン・2007 年 1～12 月 41 千トン 

2007 年 Fcurrent ・・2007 年 4 月～2008 年 3 月 49 千トン・2007 年 1～12 月 52 千トン 

2006 年当初資源量 145 千トン 親魚量 97 千トン 1997～2005 年平均 RPS18.56 尾/kg 

 

本試算による 2006・2007 年の 4半期ごとの資源尾数、資源量、漁獲尾数並びに漁獲量 

（次ページの表） 

2007 年 4 月以降 0.64Fcurrent で漁獲することとしている。各数値の設定は以下の通り。 

2006
体重

2007年
以降の
体重

成熟
割合

自然
死亡
係数

2006
年のF

2007
年以
降のF

0歳 26 29 0 0.4 0.40 0.26

1歳 64 71 0.5 0.4 0.81 0.52

2歳 87 94 1 0.4 0.76 0.49

3歳 107 112 1 0.4 0.63 0.40

4歳 122 128 1 0.4 1.59 1.02

5歳以上 140 145 1 0.4 1.59 1.02  
 

各年度を 4半期に分割し、各 4半期ごとの年齢別の各数値を掲載した。左から 2006 年 4～6

月、7～9月、10～12 月、2007 年 1～3月・・に対応する。 
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漁獲係数 漁獲尾数（百万尾）
年 2006 2007 2008 年 2006 2007 2008
0歳 0.40 0.26 0.26 0歳 24 85 59

0.40 0.26 78 73
0.40 0.26 16 63

0.40 0.26 52 106
1歳 0.81 0.52 0.52 1歳 72 27 88

0.81 0.52 214 22
0.81 0.52 39 18

0.81 0.52 117 28
2歳 0.76 0.49 0.49 2歳 25 26 10

0.76 0.49 75 21
0.76 0.49 14 17

0.76 0.49 42 27
3歳 0.63 0.40 0.40 3歳 14 8 9

0.63 0.40 44 7
0.63 0.40 9 6

0.63 0.40 26 9
4歳 1.59 1.02 1.02 4歳 8 16 9

1.59 1.02 23 13
1.59 1.02 3 9

1.59 1.02 9 13
5歳以上 1.59 1.02 1.02 5歳以上 2 2 4
平均 0.96 0.62 0.62 計 145 435 81.4 246 163 136 113 182 179

資源尾数（百万尾） 漁獲量（千トン）
年 2006 2007 2008 年 2006 2007 2008
0歳 639 1,800 1,243 0歳 1 3 2

556 1,547 2 2
428 1,330 0 2

372 1,144 1 3
1歳 972 287 934 1歳 5 2 6

811 234 14 2
530 191 3 1

442 156 7 2
2歳 359 289 114 2歳 2 2 1

301 237 7 2
201 194 1 2

168 160 4 3
3歳 247 112 119 3歳 2 1 1

210 94 5 1
148 78 1 1

126 65 3 1
4歳 55 89 50 4歳 1 2 1

52 72 3 2
25 53 0 1

19 39 1 2
5歳以上 12 9 24 5歳以上 0 0 1
計 2,284 2,586 2,484 計 10 30 5 16 10 8 7 10 12

漁獲割合 7% 25% 7% 24% 8% 8% 8% 14% 8%  
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図 1 生活史と漁場形成の模式図（資源低水準期）  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 2 資源量の高水準期における分布域の模式図 
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図 5 漁獲量の推移（農林水産省・漁業生産統計による、2006 年分は暫定値） 
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図 6 産卵量（前年 10 月～9月）。数値軸単位は兆粒。 
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図 7 黒潮親潮移行域における幼稚魚調査に基づく加入量指数の経年変化 
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図 8 年齢別漁獲尾数（縦軸：百万尾） 

 

 

 

-31-

マイワシ太平洋系群-21-













 
 

 表
1 

マ
イ

ワ
シ
太
平
洋
系
群
の
漁
獲
量
（
ト
ン
、
生
産
統
計
年
報
）

 

1
9
7
6

1
9
7
7

1
9
7
8

1
9
7
9

1
9
8
0

1
9
8
1

1
9
8
2

1
9
8
3

1
9
8
4

1
9
8
5

1
9
8
6

7
5
6
,3

1
9

9
9
0
,5

4
1

1
,1

4
9
,4

8
7

1
,0

8
8
,5

3
8

1
,4

4
5
,0

1
9

2
,2

9
5
,8

5
7

2
,4

1
9
,1

0
5

2
,7

25
,1

3
6

2
,8

6
9
,6

2
6

2
,6

4
3
,8

3
8

2
,6

8
4
,6

9
9

1
9
8
7

1
9
8
8

1
9
8
9

1
9
9
0

1
9
9
1

1
9
9
2

1
9
9
3

1
9
9
4

1
9
9
5

1
9
9
6

1
9
9
7

2
,9

1
5
,7

6
3

2
,8

3
7
,5

0
0

2
,5

2
3
,5

3
1

2
,1

6
2
,4

6
0

1
,7

2
4
,0

3
7

1
,2

4
0
,4

1
0

7
9
0
,7

3
4

4
2
4
,9

5
1

3
3
2
,1

4
9

1
8
0
,7

2
0

2
5
5
,1

4
9

1
9
9
8

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

2
0
0
2

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

2
0
0
6

1
4
1
,5

1
3

3
0
7
,8

5
7

1
3
8
,7

4
3

1
7
7
,0

1
4

4
9
,2

4
1

5
0
,9

6
4

4
7
,9

8
5

2
4
,8

2
2

4
8
,5

7
1

 
 2
0
0
6
年

の
数

値
は

速
報

値
、

2
0
0
5
年

の
数

値
は

確
定

し
た

こ
と

に
よ

り
昨

年
度

報
告

か
ら

微
修

正
し

た
。

 

 表
2 

年
齢

別
平
均
体
重
（
ｇ
）

 

年
19

77
19

78
19

79
19

80
19

81
19

82
19

83
19

84
19

85
19

86
19

87
19

88
19

89
19

90
19

91
0歳

21
22

34
21

19
19

12
8

18
10

6
12

10
5

4
1歳

58
52

55
69

38
41

42
41

40
42

47
49

45
41

30
2歳

84
84

81
81

85
53

59
54

49
59

54
58

59
58

87
3歳

10
5

10
5

10
5

10
2

97
91

67
68

67
75

67
75

75
79

97
4歳

11
8

11
8

11
8

11
8

11
6

10
6

93
84

83
93

89
89

93
91

99
5歳

以
上

12
7

12
7

12
7

12
7

12
7

12
5

11
1

10
8

10
3

11
5

10
8

10
1

10
8

10
5

10
8

年
19

92
19

93
19

94
19

95
19

96
19

97
19

98
19

99
20

00
20

01
20

02
20

03
20

04
20

05
20

06
0歳

18
6

11
34

34
28

24
35

30
17

33
18

29
33

26
1歳

54
61

56
49

49
64

52
60

44
54

58
61

78
70

64
2歳

83
79

94
84

84
99

79
77

76
79

80
78

10
7

90
87

3歳
96

11
2

12
0

11
8

11
8

11
6

10
1

95
96

97
10

3
10

7
12

3
10

5
10

7
4歳

99
13

4
13

5
14

3
14

3
13

4
11

8
10

2
10

7
11

5
11

4
11

8
14

2
12

0
12

2
5歳

以
上

11
1

13
3

14
0

15
6

15
0

15
4

12
2

12
7

12
3

12
9

13
4

13
8

16
2

13
4

14
0

 
 20

05
年
の

3
歳
魚
の
体
重
は
昨
年
度
報
告
の

11
5g

か
ら

10
5ｇ

に
修
正
し
た
。
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 表
3 

年
齢

別
漁
獲
尾
数
（
百
万
尾
）
 
年
齢
は
暦
年
 

年
19

77
19

78
19

79
19

80
19

81
19

82
19

83
19

84
19

85
19

86
19

87
19

88
19

89
19

90
19

91
0歳

3,
83

8
3,

04
3

2,
82

8
13

,7
33

6,
27

6
3,

57
8

3,
60

1
9,

65
6

16
,1

52
2,

61
2

13
,2

93
1,

85
7

4,
73

3
1,

83
1

48
2

1 歳
5,

05
2

8,
10

6
4,

20
8

1,
50

0
36

,7
61

10
,0

28
4,

53
8

12
,9

52
12

,6
48

16
,8

97
7,

41
3

12
,4

65
1,

17
7

2,
79

8
77

5
2 歳

5,
22

4
4,

40
1

4,
71

4
3,

59
1

1,
96

4
22

,9
51

15
,5

26
8,

37
7

8,
94

7
8,

34
0

13
,9

45
12

,1
76

6,
86

5
2,

63
2

94
4

3歳
1,

63
6

2,
35

3
2,

75
0

4,
99

8
3,

65
4

2,
00

7
20

,0
50

13
,6

65
10

,1
92

8,
25

6
12

,2
06

8,
35

1
11

,2
10

6,
75

3
1,

37
3

4 歳
53

34
6

74
5

1,
79

0
1,

84
5

3,
49

4
87

4
6,

67
1

6,
21

7
5,

97
6

6,
74

6
6,

31
0

7,
80

1
9,

49
1

5,
68

5
5 歳

以
上

1
27

19
32

4
34

8
1,

36
5

1,
35

8
2,

95
8

2,
03

9
2,

45
2

2,
92

9
3,

07
3

4,
18

5
4,

65
5

8,
52

5
計

15
,8

03
18

,2
76

15
,2
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25

,9
37
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,8
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43

,4
22

45
,9
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,2
78

56
,1

94
44

,5
32

56
,5

33
44

,2
31

35
,9

71
28

,1
60

17
,7

84

年
19

92
19

93
19
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19
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19
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19
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19
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99
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00
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01
20
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20
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20
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0歳
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00

3
2,

80
6

3,
51

8
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97
3

2,
94

8
72

5
45

1
61

1,
07

0
77

2
25

16
3

29
9

21
0

15
3

1歳
1,

19
0

8,
93

3
2,

09
0

2,
53

3
65

1
2,
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8

99
3

2,
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6
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5
1,

44
4
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9
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1

32
9
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43

8
2 歳

36
3

31
7

1,
78

9
1,

23
1

33
6

44
9
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0

1,
10

8
37

7
55

7
13

7
12

7
89

25
11

5
3 歳

73
8

32
1

31
9

19
3

12
8

13
9

14
8

42
2

32
2

19
7
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72

17
30

28
4歳

76
8

32
9

12
5

42
28
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14

2
17

4
23

5
10

5
29

32
11

38
16

5 歳
以

上
8,

35
2

93
2

32
8

60
12

10
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59
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18

12
6

17
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計
15

,4
14

13
,6

37
8,

16
8

6,
03

3
4,

10
3

3,
99

0
2,

29
5

4,
43

0
2,

34
8

3,
15

5
71

9
81

6
75

1
40

1
76
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 表
4 

年
齢

別
漁
獲
係
数

 

年
1
9
7
7

19
7
8

1
9
79

1
9
8
0

19
8
1

1
9
82

1
9
8
3

1
98

4
1
9
8
5

1
9
8
6

1
98

7
1
9
8
8

1
9
8
9

1
9
90

1
9
9
1

0
歳

0
.0

5
0.

0
4

0
.0

9
0
.0

6
0.

0
4

0
.0

3
0
.0

2
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
.1

1
0
.1

0
0
.3

5
0
.3

9
0
.1

2
1
歳

0
.1

9
0.

1
8

0
.0

9
0
.0

7
0.

2
8

0
.1

0
0
.0

6
0
.1

4
0
.1

2
0
.1

4
0
.0

5
0
.1

8
0
.1

1
0
.4

7
0
.3

6
2
歳

0
.5

5
0.

3
2

0
.1

9
0
.1

3
0.

1
6

0
.3

5
0
.2

8
0
.1

7
0
.1

7
0
.1

4
0
.2

1
0
.1

5
0
.1

7
0
.4

9
0
.3

6
3
歳

1
.3

1
0.

6
8

0
.4

4
0
.4

1
0.

2
3

0
.3

1
0
.8

1
0
.5

6
0
.4

2
0
.3

0
0
.3

8
0
.2

4
0
.2

4
0
.3

2
0
.6

8
4
歳

0
.7

6
1.

9
4

0
.6

1
0
.7

6
0.

3
3

0
.4

5
0
.2

7
0
.9

6
0
.7

1
0
.6

1
0
.5

7
0
.4

5
0
.4

7
0
.4

3
0
.6

6
5
歳

以
上

0
.7

6
1.

9
4

0
.6

1
0
.7

6
0.

3
3

0
.4

5
0
.2

7
0
.9

6
0
.7

1
0
.6

1
0
.5

7
0
.4

5
0
.4

7
0
.4

3
0
.6

6
平

均
0
.6

0
0.

8
5

0
.3

4
0
.3

7
0.

2
3

0
.2

8
0
.2

9
0
.4

7
0
.3

7
0
.3

0
0
.3

2
0
.2

6
0
.3

0
0
.4

2
0
.4

7

年
1
9
9
2

19
9
3

1
9
94

1
9
9
5

19
9
6

1
9
97

1
9
9
8

1
99

9
2
0
0
0

2
0
0
1

2
00

2
2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
05

2
0
0
6

0
歳

0
.2

0
0.

3
3

0
.4

5
0
.4

0
0.

3
1

0
.1

2
0
.0

8
0
.0

3
0
.3

2
0
.4

6
0
.0

2
0
.1

9
0
.3

3
0
.1

6
0
.2

8
1
歳

0
.6

2
1.

2
9

0
.5

8
0
.9

3
0.

2
8

0
.6

6
0
.3

0
1
.1

8
0
.2

0
1
.3

7
0
.7

4
0
.8

8
0
.9

8
0
.1

8
0
.7

5
2
歳

0
.3

6
0.

4
1

1
.5

5
1
.1

5
0.

3
6

0
.3

9
0
.3

0
0
.8

9
0
.6

7
1
.3

5
0
.5

4
0
.6

0
0
.6

1
0
.2

1
0
.5

2
3
歳

0
.6

9
0.

8
4

1
.4

5
0
.9

2
0.

4
1

0
.3

2
0
.2

7
0
.6

0
0
.9

8
1
.3

5
0
.5

0
0
.8

2
0
.1

8
0
.5

3
0
.4

9
4
歳

1
.6

8
1.

0
9

1
.4

5
1
.0

4
0.

3
9

0
.1

9
0
.8

4
0
.7

9
1
.1

7
1
.6

6
0
.9

7
0
.9

4
0
.3

4
1
.0

4
0
.8

6
5
歳

以
上

1
.6

8
1.

0
9

1
.4

5
1
.0

4
0.

3
9

0
.1

9
0
.8

4
0
.7

9
1
.1

7
1
.6

6
0
.9

7
0
.9

4
0
.3

4
1
.0

4
0
.8

6
平

均
0
.8

7
0.

8
4

1
.1

5
0
.9

1
0.

3
6

0
.3

1
0
.4

4
0
.7

1
0
.7

5
1
.3

1
0
.6

3
0
.7

3
0
.4

6
0
.5

3
0
.6

2
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  表
5 

年
齢

別
資
源
尾
数
（
百
万
尾
）

 
年

19
77

19
78

19
79

19
80

19
81

19
82

19
83

19
84

19
85

19
86

19
87

19
88

19
89

19
90

19
91

0歳
92

,2
52

94
,2

04
41

,9
21

29
2,

97
1

19
7,

81
2

15
6,

24
9

18
0,

20
2

21
2,

80
1

24
7,

91
1

25
9,

95
5

15
6,

47
5

22
,8

47
19

,4
37

6,
92

4
5,

30
9

1歳
35

,2
69

58
,6

96
60

,6
56

25
,7

86
18

5,
14

1
12

7,
45

9
10

1,
80

8
11

7,
84

5
13

4,
74

0
15

2,
95

5
17

2,
11

4
94

,0
05

13
,7

94
9,

15
4

3,
14

2
2歳

15
,0

94
19

,5
06

32
,7

09
37

,2
14

16
,0

56
94

,0
07

77
,2

28
64

,5
29

68
,3

89
79

,9
64

88
,6

95
10

9,
30

3
52

,8
08

8,
28

3
3,

84
5

3歳
2,

73
5

5,
84

1
9,

47
2

18
,0

66
22

,0
05

9,
15

5
44

,2
24

39
,0

56
36

,3
96

38
,5

18
46

,7
73

48
,0

37
63

,2
99

29
,7

78
3,

39
8

4歳
12

1
49

4
1,

98
9

4,
09

7
8,

01
8

11
,7

59
4,

49
3

13
,2

28
14

,9
92

16
,0

53
19

,0
60

21
,3

59
25

,3
63

33
,2

52
14

,4
32

5歳
以

上
3

39
52

74
2

1,
51

2
4,

59
2

6,
98

3
5,

86
6

4,
91

6
6,

58
6

8,
27

6
10

,4
02

13
,6

08
16

,3
10

21
,6

41
計

14
5

47
3

17
8

77
9

14
6

79
7

37
8

87
6

43
0

54
5

40
3

22
1

41
4

93
8

45
3

32
5

50
7

34
4

55
4

03
0

49
1

39
4

30
5

95
3

18
8

31
0

10
3

70
1

51
76

6

年
19

92
19

93
19

94
19

95
19

96
19

97
19

98
19

99
20

00
20

01
20

02
20

03
20

04
20

05
20

06
0歳

27
,3

30
12

,1
32

11
,8

97
7,

33
7

13
,5

11
7,

79
6

7,
40

4
2,

57
9

4,
83

0
2,

54
3

1,
31

2
1,

16
1

1,
28

3
17

68
77

3
1歳

3,
16

4
15

,0
43

5,
83

5
5,

09
5

3,
30

3
6,

64
3

4,
63

2
4,

59
3

1,
67

9
2,

36
1

1,
07

2
85

9
64

5
61

5
10

13
2歳

1,
47

2
1,

14
6

2,
77

0
2,

20
1

1,
34

1
1,

68
1

2,
29

3
2,

29
2

94
6

91
7

40
0

34
3

23
9

16
3

34
6

3歳
1,

80
5

69
0

50
9

39
2

46
7

62
4

75
9

1,
13

6
63

0
32

5
15

9
15

6
12

6
88

89
4歳

1,
15

3
60

6
20

0
80

10
5

20
8

30
5

38
8

41
6

15
8

57
64

46
71

34
5歳

以
上

12
,5

46
1,

71
6

52
4

11
4

46
69

15
3

13
3

15
8

11
9

36
23

23
33

24
計

47
,4

70
31

,3
32

21
,7

34
15

,2
19

18
,7

73
17

,0
20

15
,5

46
11

,1
21

8,
65

8
6,

42
4

3,
03

6
2,

60
7

2,
36

2
2,

73
7

2,
28

0
 

  表
6 

産
卵
量
（
兆
粒
）
産
卵
期
は
前
年

1
0
月
～
当
年

9
月
ま
で
を
集
計

 

1
9
7
8

1
9
7
9

1
9
8
0

1
9
8
1

1
9
8
2

1
9
8
3

1
9
8
4

1
9
8
5

1
9
8
6

1
9
87

1
9
8
8

1
9
8
9

1
9
9
0

19
9
1

1
9
9
2

1
,4

5
2

4
4
8

9
4
3

1
,3

3
8

1
,2

4
6

8
5
5

1
,8

5
4

2
,0

8
3

8
,9

9
1

1,
8
6
1

3
,7

8
9

4
,0

3
1

6
,6

5
9

3
,8

7
4

1
,7

8
2

1
9
9
3

1
9
9
4

1
9
9
5

1
9
9
6

1
9
9
7

1
9
9
8

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

2
0
02

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

20
0
6

1
,6

5
5

8
6
0

1
7
4

1
2
9

1
0
1

1
6
5

1
3
3

1
6
5

1
9
6

3
4

4
4

6
2

1
0
1

3
7

 
  表

7 
加
入

量
指
数
・
資
源
量
指
数
（
対
応
す
る
年
級
に
対
し
て
表
示
）

 

1
9
9
6

1
9
9
7

1
9
9
8

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

2
0
0
2

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

2
0
0
6

2
0
0
7

黒
潮

親
潮

移
行

域
幼

稚
魚

加
入

量
指

数
3
9
1

1
0
9

1
4
3

9
9
5

0
.2

0
.5

0
.3

0
.5

2
8

3
2
9

越
冬

期
未

成
魚

Ｃ
Ｐ

Ｕ
Ｅ

（
kg

/
調

査
点

）
0
.2

1
.4

1
.6

0
.0

2
.8

0
.1
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 表
8 

年
齢

別
資
源
重
量
 
（
千
ト
ン
）
 

年
19

77
19

78
19

79
19

80
19

81
19

82
19

83
19

84
19

85
19

86
19

87
19

88
19

89
19

90
19

91
0 歳

1,
93

7
2,

07
2

1,
42

5
6,

15
2

3,
75

8
2,

96
9

2,
16

2
1,

70
2

4,
46

2
2,

60
0

93
9

27
4

19
4

35
21

1 歳
2,

04
6

3,
05

2
3,

33
6

1,
77

9
7,

03
5

5,
22

6
4,

27
6

4,
83

2
5,

39
0

6,
42

4
8,

08
9

4,
60

6
62

1
37

5
94

2 歳
1,

26
8

1,
63

8
2,

64
9

3,
01

4
1,

36
5

4,
98

2
4,

55
6

3,
48

5
3,

35
1

4,
71

8
4,

79
0

6,
34

0
3,

11
6

48
0

33
5

3歳
28

7
61

3
99

5
1,

84
3

2,
13

4
83

3
2,

96
3

2,
65

6
2,

43
9

2,
88

9
3,

13
4

3,
60

3
4,

74
7

2,
35

2
33

0
4 歳

14
58

23
5

48
3

93
0

1,
24

6
41

8
1,

11
1

1,
24

4
1,

49
3

1,
69

6
1,

90
1

2,
35

9
3,

02
6

1,
42

9
5 歳

以
上

0
5

7
94

19
2

57
4

77
5

63
3

50
6

75
7

89
4

1,
05

1
1,

47
0

1,
71

3
2,

33
7

計
5,

55
3

7,
44

0
8,

64
7

13
,3

66
15

,4
15

15
,8

30
15

,1
51

14
,4

19
17

,3
92

18
,8

81
19

,5
42

17
,7

74
12

,5
07

7,
98

1
4,

54
6

年
19

92
19

93
19

94
19

95
19

96
19

97
19

98
19

99
20

00
20

01
20

02
20

03
20

04
20

05
20

06
0 歳

49
2

73
13

1
24

9
45

8
21

8
17

8
91

14
3

44
43

21
38

58
20

1 歳
17

1
91

8
32

7
24

8
16

1
42

5
24

1
27

4
73

12
7

62
52

50
43

65
2 歳

12
2

91
26

0
18

6
11

3
16

6
18

1
17

6
72

73
32

27
26

15
30

3 歳
17

3
77

61
46

55
72

76
10

8
61

32
16

17
16

9
9

4 歳
11

4
81

27
11

15
28

36
39

45
18

6
8

7
8

4
5 歳

以
上

1,
39

3
22

8
73

18
7

11
19

17
19

15
5

3
4

4
3

計
2,

46
5

1,
46

8
87

9
75

7
80

8
92

1
73

1
70

5
41

3
31

0
16

5
12

8
13

9
13

8
13

2
 

 表
9 

親
魚

量
・
加
入
尾
数
・
Ｒ
Ｐ
Ｓ

 

1
9
77

19
7
8

1
97

9
19

8
0

1
98

1
1
9
8
2

1
98

3
1
9
8
4

1
98

5
1
9
86

1
98

7
1
9
88

19
8
9

1
9
90

19
9
1

親
魚

量
(千

ト
ン

）
1
,7

7
4

2
,6

2
0

4
,2

1
9

5
,6

1
3

5
,3

2
5

8,
15

8
9
,1

4
0

8,
36

8
8
,0

79
1
0,

49
9

1
1
,3

22
1
3,

3
5
5

1
1
,7

54
7,

6
0
9

4
,4

40
R

P
S
（
尾

/
ｋ
ｇ
）

5
2
.0

36
.0

9.
9

52
.2

3
7.

1
1
9
.2

1
9.

7
2
5
.4

3
0.

7
2
4
.8

1
3.

8
1
.7

1
.7

0
.9

1
.2

加
入

尾
数

（
百

万
尾

）
92

,2
5
2

9
4
,2

0
4

41
,9

2
1

2
9
2
,9

7
1

1
97

,8
1
2

1
5
6
,2

4
9

1
80

,2
02

2
1
2,

80
1

2
4
7
,9

11
2
5
9,

95
5

15
6
,4

75
2
2,

8
4
7

1
9
,4

37
6,

9
2
4

5
,3

09

1
9
92

19
9
3

1
99

4
19

9
5

1
99

6
1
9
9
7

1
99

8
1
9
9
9

2
00

0
2
0
01

2
00

2
2
0
03

20
0
4

2
0
05

20
0
6

親
魚

量
(千

ト
ン

）
1
,8

1
9

56
9

4
8
7

31
1

2
2
2

36
2

4
33

47
7

2
3
3

2
0
2

90
8
1

76
5
8

80
R

P
S
（
尾

/
ｋ
ｇ
）

1
5
.0

21
.3

2
4.

4
23

.6
6
0.

8
2
1
.5

1
7.

1
5
.4

2
0.

7
1
2
.6

1
4.

5
1
4
.4

16
.8

3
0
.4

9
.7

加
入

尾
数

（
百

万
尾

）
27

,3
3
0

1
2
,1

3
2

11
,8

9
7

7
,3

3
7

13
,5

1
1

7,
79

6
7
,4

0
4

2,
57

9
4
,8

30
2,

54
3

1
,3

12
1,

1
6
1

1
,2

83
1,

7
6
8

7
73
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 表
1
0
 

F
c
u
r
r
e
n
t
（
現
在
：
2
0
0
6
年

の
F
）
か
ら
制
御
し
た
場
合
の

2
0
0
8
～

2
0
1
7
 
年
の
漁
獲
量
・
親
魚
量
の
変
化
 
計
算
に
用
い
た

R
P
S
は
、
近
年

1
0
年
間
（
1
9
9
7

～
2
0
0
6
年

）
か

ら
最

近
年

の
2
0
0
6
年

を
除

く
9
年

間
の

値
か

ら
ラ

ン
ダ

ム
サ

ン
プ

リ
ン

グ
し

、
こ

こ
で

は
漁

獲
量

・
親

魚
量

の
平

均
値

を
記

載
し

た
。

年
齢

別
体
重
は

近
年

3
年
間
平
均
。
成
熟
割
合
は

1
歳

0
.
5
、
2
歳
以
上
１
。
自
然
死
亡
係
数
は
全
年
齢
に
対
し

0
.
4
。
2
0
0
7
年
の

F
は

2
0
0
6
年
と
同
じ
、
2
0
0
7
年
の

0
歳
魚
に
つ
い
て

は
加
入
量
指
数
と
し
て
同
程
度
の
数
値
が
得
ら
れ
た

2
0
0
5
年
級
群
程
度
の

1
8
億
尾
と
し
た
。

 

 
漁

獲
量

Ｆ
値

基
準

値
2
0
0
6

2
0
0
7

2
0
0
8

2
0
0
9

2
0
1
0

2
0
1
1

2
0
1
2

2
0
1
3

2
0
1
4

2
0
1
5

2
0
1
6

2
0
1
7

0
.3

1
0
.5

F
c
u
rr

e
n
t

4
9

4
1

2
8

2
9

3
3

3
8

4
2

4
8

5
5

6
2

7
0

7
9

0
.3

7
0
.6

F
c
u
rr

e
n
t

4
9

4
1

3
2

3
3

3
5

3
8

4
1

4
4

4
7

5
1

5
5

5
9

0
歳

2
6

2
9

0
.2

8
0
.4

4
0
.7

F
c
u
rr

e
n
t

4
9

4
1

3
6

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

1
歳

6
4

7
1

0
.7

5
0
.4

7
0
.7

5
 F

c
u
rr

e
n
t

4
9

4
1

3
8

3
6

3
6

3
6

3
6

3
6

3
6

3
6

3
6

3
6

2
歳

8
7

9
4

0
.5

2
F
su

s相
当

3
歳

1
0
7

1
1
2

0
.4

9
0
.5

0
0
.8

F
c
u
rr

e
n
t

4
9

4
1

4
0

3
7

3
5

3
5

3
4

3
3

3
3

3
2

3
2

3
1

4
歳

1
2
2

1
2
8

0
.8

6
0
.5

6
0
.9

F
c
u
rr

e
n
t

4
9

4
1

4
4

3
8

3
5

3
3

3
1

2
9

2
6

2
4

2
3

2
1

5
歳

以
上

1
4
0

1
4
5

0
.8

6
0
.6

2
F
c
u
rr

e
n
t

4
9

4
1

4
8

4
0

3
5

3
2

2
8

2
5

2
2

1
9

1
7

1
5

0
.6

9
1
.1

F
c
u
rr

e
n
t

4
9

4
1

5
1

4
1

3
4

2
9

2
4

2
0

1
7

1
5

1
2

1
0

0
.7

5
1
.2

F
c
u
rr

e
n
t

4
9

4
1

5
4

4
1

3
3

2
7

2
2

1
7

1
4

1
1

9
7

親
魚

量
Ｆ

値
基

準
値

2
0
0
6

2
0
0
7

2
0
0
8

2
0
0
9

2
0
1
0

2
0
1
1

2
0
1
2

2
0
1
3

2
0
1
4

2
0
1
5

2
0
1
6

2
0
1
7

1
9
9
7

2
2

0
.3

1
0
.5

F
c
u
rr

e
n
t

8
0

6
7

6
8

8
4

9
4

1
0
7

1
2
0

1
3
5

1
5
3

1
7
4

1
9
7

2
2
1

1
9
9
8

1
7

0
.3

7
0
.6

F
c
u
rr

e
n
t

8
0

6
7

6
8

8
0

8
5

9
1

9
7

1
0
5

1
1
4

1
2
3

1
3
2

1
4
2

1
9
9
9

5
0
.4

4
0
.7

F
c
u
rr

e
n
t

8
0

6
7

6
8

7
5

7
6

7
9

7
9

8
2

8
4

8
6

8
9

9
1

2
0
0
0

2
1

0
.4

7
0
.7

5
F
c
u
rr

e
n
t

8
0

6
7

6
8

7
3

7
2

7
2

7
2

7
1

7
1

7
2

7
2

7
2

2
0
0
1

1
3

F
su

s相
当

2
0
0
2

1
5

0
.5

0
0
.8

F
c
u
rr

e
n
t

8
0

6
7

6
8

7
0

6
8

6
6

6
4

6
3

6
2

6
1

6
0

5
8

2
0
0
3

1
4

0
.5

6
0
.9

F
c
u
rr

e
n
t

8
0

6
7

6
8

6
7

6
1

5
7

5
3

4
9

4
6

4
2

3
9

3
6

2
0
0
4

1
7

0
.6

2
F
c
u
rr

e
n
t

8
0

6
7

6
8

6
3

5
6

5
0

4
4

3
9

3
4

3
0

2
6

2
3

2
0
0
5

3
0

0
.6

9
1
.1

F
c
u
rr

e
n
t

8
0

6
7

6
8

6
0

5
0

4
2

3
6

3
0

2
5

2
1

1
8

1
5

0
.7

5
1
.2

F
c
u
rr

e
n
t

8
0

6
7

6
8

5
7

4
6

3
7

3
0

2
4

1
9

1
5

1
2

1
0

2
0
0
6
年

の
体

重
2
0
0
7
年

以
降

の
体

重
F
c
u
rr

e
n
t

(2
0
0
6
 年

の
F
 )

R
P

S
値

を
ラ

ン
ダ

ム
サ

ン
プ

リ
ン

グ
し

た
年

と
値
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 表
1
1
 
A
B
C
l
i
m
i
t
、

A
B
C
t
a
r
g
e
t
、

F
c
u
r
r
e
n
t
で
の
将
来
予
測
 

 

計
算
に
用
い
た

R
P
S
は
、
近
年

10
年
間
（
1
9
9
7
～
2
0
0
6
年
）
か
ら
最
近
年
の

2
0
0
6
年
を
除
く

9
年
間
の
値
か
ら
ラ
ン
ダ
ム
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
、
こ

こ
で
は
資
源
量
、
親

魚
量
、
漁
獲
量
の
平
均
値
、
上
側

1
0
％
、
下
側

1
0
％
を
掲
載
し
た
。
年
齢
別
体
重
は
近
年

3
年
間
平
均
。
成
熟
割
合
は

1
歳

0
.
5
、
2
歳
以
上
１
。
自
然
死
亡
係
数

は
全

年
齢
に
対
し

0
.
4
。
2
0
0
7
年
の

F
は

2
0
0
6
年
と
同
じ
、
2
0
0
7
年
の

0
歳
魚
に
つ
い
て
は
加
入
量
指
数
と
し
て
同
程
度
の
数
値
が
得
ら
れ
た

2
0
0
5
年

級
群

程
度

の
1
8
億

尾
と
し
た
。
 

 
A

B
C

lim
it
(F

su
s)

資
源

量
20

0
7

2
0
08

20
0
9

2
0
10

2
0
1
1

2
01

2
2
0
1
3

20
1
4

2
0
15

20
1
6

2
01

7
平

均
1
3
4

1
34

1
3
1

13
2

1
3
1

1
3
1

1
31

1
3
2

13
2

1
3
2

13
2

上
方

1
0％

1
3
4

1
61

1
6
8

17
5

1
8
5

1
9
2

2
01

2
0
5

21
7

2
2
4

22
3

0
歳

29
0
.2

8
下

方
1
0％

1
3
4

1
11

9
9

9
2

8
5

7
8

76
7
1

6
6

6
3

6
0

1
歳

71
0
.7

5
親

魚
量

20
0
7

2
0
08

20
0
9

2
0
10

2
0
1
1

2
01

2
2
0
1
3

20
1
4

2
0
15

20
1
6

2
01

7
2
歳

94
0
.5

2
平

均
6
7

68
7
3

7
2

7
2

7
2

71
7
1

7
2

7
2

7
2

3
歳

1
12

0
.4

9
上

方
1
0％

6
7

68
9
0

9
1

9
7

1
0
1

1
06

1
1
0

11
3

1
1
8

12
4

4
歳

1
28

0
.8

6
下

方
1
0％

6
7

68
5
8

5
2

5
0

4
6

42
4
1

3
8

3
5

3
4

5
歳

以
上

1
45

0
.8

6
漁

獲
量

20
0
7

2
0
08

20
0
9

2
0
10

2
0
1
1

2
01

2
2
0
1
3

20
1
4

2
0
15

20
1
6

2
01

7
平

均
4
1

38
3
6

3
6

3
6

3
6

36
3
6

3
6

3
6

3
6

上
方

1
0％

4
1

42
4
5

4
8

5
0

5
3

54
5
5

5
9

6
1

6
1

下
方

1
0％

4
1

35
2
5

2
5

2
4

2
2

21
1
9

1
8

1
7

1
6

1
9
9
7

2
2

1
9
9
8

1
7

1
9
9
9

5
資

源
量

20
0
7

2
0
08

20
0
9

2
0
10

2
0
1
1

2
01

2
2
0
1
3

20
1
4

2
0
15

20
1
6

2
01

7
2
0
0
0

2
1

平
均

1
3
4

1
35

1
4
3

15
3

1
6
5

1
7
8

1
92

2
0
8

22
4

2
4
0

25
6

2
0
0
1

1
3

上
方

1
0％

1
3
4

1
61

1
8
1

20
5

2
2
8

2
6
0

2
90

3
1
8

35
6

3
9
2

43
0

2
0
0
2

1
5

下
方

1
0％

1
3
4

1
25

1
0
8

10
6

1
0
6

1
0
7

1
08

1
1
4

11
4

1
1
6

11
5

2
0
0
3

1
4

親
魚

量
20

0
7

2
0
08

20
0
9

2
0
10

2
0
1
1

2
01

2
2
0
1
3

20
1
4

2
0
15

20
1
6

2
01

7
2
0
0
4

1
7

平
均

6
7

68
8
0

8
5

9
1

9
7

1
05

1
1
4

12
3

1
3
2

14
2

2
0
0
5

3
0

上
方

1
0％

6
7

68
9
8

10
6

1
2
2

1
3
5

1
55

1
7
3

18
8

2
1
3

23
2

下
方

1
0％

6
7

68
7
3

6
2

6
2

6
1

62
6
3

6
7

6
7

6
8

漁
獲

量
20

0
7

2
0
08

20
0
9

2
0
10

2
0
1
1

2
01

2
2
0
1
3

20
1
4

2
0
15

20
1
6

2
01

7
平

均
4
1

32
3
3

3
5

3
8

4
1

44
4
7

5
1

5
5

5
9

上
方

1
0％

4
1

35
4
3

4
7

5
2

5
8

66
7
3

8
0

8
9

9
9

下
方

1
0％

4
1

31
2
5

2
4

2
5

2
5

25
2
6

2
6

2
7

2
7

A
B

C
ta

rg
e
t(

0
.8

×
F
su

s)

20
0
7
年

以
降

の
体

重
F
c
u
rr

e
n
t

(2
0
0
6 

年
の

F

R
P

S
値

を
ラ

ン
ダ

ム
サ

ン
プ

リ
ン

グ
し

た
年

と
値

 
 

-42-

マイワシ太平洋系群-32-



 
 

  
F
c
u
rr

e
n
t 

                            

資
源

量
20

07
20

08
20

09
20

10
20

11
20

12
20

13
20

14
20

15
20

16
20

17
平

均
13

4
13

4
11

7
10

4
92

82
72

63
55

49
43

上
方

10
％

13
4

16
1

15
4

14
1

13
1

12
3

11
0

10
0

89
82

76
下

方
10

％
13

4
11

1
86

69
58

47
39

32
26

21
19

親
魚

量
20

07
20

08
20

09
20

10
20

11
20

12
20

13
20

14
20

15
20

16
20

17
平

均
67

68
63

56
50

44
39

34
30

26
23

上
方

10
％

67
68

80
74

68
64

59
53

48
44

39
下

方
10

％
67

68
49

39
33

27
22

18
15

12
10

漁
獲

量
20

07
20

08
20

09
20

10
20

11
20

12
20

13
20

14
20

15
20

16
20

17
平

均
41

48
40

35
32

28
25

22
19

17
15

上
方

10
％

41
53

54
48

45
42

38
34

30
28

26
下

方
10

％
41

43
27

23
20

16
14

11
9

7
6
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 付
表

1
 

年
齢
別
成
熟
率

 

年
1
9
7
7

1
9
7
8

1
9
7
9

1
9
8
0

1
9
8
1

1
9
8
2

1
9
8
3

1
9
8
4

1
9
8
5

1
9
8
6

1
9
8
7

1
9
8
8

1
9
8
9

1
9
9
0

1
9
9
1

0
歳

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
歳

0.
1

0
.1

0.
1

0
.1

0.
1

0
.1

0.
1

0
.1

0.
1

0
.1

0.
1

0
.1

0.
1

0
.1

0.
1

2
歳

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
3
歳

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
4
歳

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
5
歳

以
上

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
年

1
9
9
2

1
9
9
3

1
9
9
4

1
9
9
5

1
9
9
6

1
9
9
7

1
9
9
8

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

2
0
0
2

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

2
0
0
6

0
歳

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
歳

0.
1

0
.1

0.
2

0
.2

0.
2

0
.2

0.
5

0
.5

0.
5

0
.5

0.
5

0
.5

0.
5

0
.5

0.
5

2
歳

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
3
歳

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
4
歳

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
5
歳

以
上

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
 

 19
97

年
の

1
歳
魚
の
成
熟
率
は

0.
2
に
修
正
し
た
。

 
 付
表

2
 
年
齢
別
加
入
割
合
（
選
択
率
）
 

年
19

7
7

1
9
7
8

1
9
7
9

1
9
8
0

1
9
81

1
9
8
2

1
9
8
3

1
9
8
4

1
9
8
5

1
9
8
6

1
9
8
7

1
9
8
8

1
9
8
9

1
9
9
0

1
9
9
1

0
歳

0.
0
4

0
.0

2
0
.1

4
0
.0

8
0
.1

2
0
.0

6
0
.0

3
0
.0

6
0
.1

2
0
.0

2
0
.1

9
0
.2

3
0
.7

5
0
.7

9
0
.1

7
1
歳

0.
1
5

0
.1

0
0
.1

4
0
.1

0
0
.8

4
0
.2

2
0
.0

7
0
.1

5
0
.1

7
0
.2

4
0
.1

0
0
.3

9
0
.2

3
0
.9

5
0
.5

3
2
歳

0.
4
2

0
.1

7
0
.3

2
0
.1

6
0
.4

9
0
.7

9
0
.3

5
0
.1

8
0
.2

5
0
.2

2
0
.3

8
0
.3

3
0
.3

7
1
.0

0
0
.5

2
3
歳

1.
0
0

0
.3

5
0
.7

2
0
.5

4
0
.6

9
0
.6

9
1
.0

0
0
.5

8
0
.5

9
0
.5

0
0
.6

8
0
.5

3
0
.5

2
0
.6

6
1
.0

0
4
歳

0.
5
8

1
.0

0
1
.0

0
1
.0

0
1
.0

0
1
.0

0
0
.3

4
1
.0

0
1
.0

0
1
.0

0
1
.0

0
1
.0

0
1
.0

0
0
.8

7
0
.9

6
5
歳

以
上

0.
5
8

1
.0

0
1
.0

0
1
.0

0
1
.0

0
1
.0

0
0
.3

4
1
.0

0
1
.0

0
1
.0

0
1
.0

0
1
.0

0
1
.0

0
0
.8

7
0
.9

6

年
19

9
2

1
9
9
3

1
9
9
4

1
9
9
5

1
9
96

1
9
9
7

1
9
9
8

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

2
0
0
2

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

2
0
0
6

0
歳

0.
1
2

0
.2

6
0
.2

9
0
.3

5
0
.7

6
0
.1

8
0
.0

9
0
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